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[連結] PLの概要

17年3月期
実績

18年3月期
計画

18年3月期
実績

前期比 計画比

売 上 高
(売上比）

１５,９５７
（100.0%）

１６,６５９
（100.0%）

１６,３４４
（100.0%）

１０２.４％ ９８.１％

売上総利益
(売上比）

１１,００３
（69.0%）

１１,５２１
（69.2%）

１１,３３２
（69.3%）

１０３.０％
（＋0.3%）

９８.４％
（＋0.2%）

販売管理費
(売上比）

１１,０５４
（69.3%）

１１,４２７
（68.6%）

１１,０９２
（67.9%）

１００.３％
（△1.4%）

９７.１％
（△0.7%）

営 業 利 益
(売上比）

△５１
（－）

９４
（0.6%）

２３９
（1.5%）

― ２５３.２％
(＋0.9%)

経 常 利 益
(売上比）

１１
（0.1%）

１７７
（1.1%）

３１７
（1.9%）

―
（＋1.9%）

１７８.２％
(＋0.9%)

当期純利益
(売上比）

△３９０
(－）

６８
(0.4%）

１８１
(1.1%）

― ２６２.７％
(＋0.7%)

単位：百万円
げ連結：増収・増益
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売上高：16,344百万円（前期比+2.4％増）

売上総利益率：69.3％（前期比+0.3ポイント増）

営業経費：
経費コントロールの徹底に努め、売上高販管比率は1.4ポイント
改善

営業利益：239百万円（前期は△51百万円）
経常利益：317百万円（前期は11百万円）
当期純利益：181百万円（前期は△390百万円）
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[連結] PLの概要

特別損失：
保有する固定資産について、59百万円の減損損失を計上

２０１８年３月期の経営成績



１．既存店の客数は前期比で若干増加し、また、商品の品揃えの拡充によ
り販売単価が改善した結果、増収となりました。

２．サングラスは、夏場の天候不順の影響もあり、前期比では僅かながら減
少しました。一方、補聴器は、販売促進を強化したことに加え、店舗におけ
るレンタルサービスとアフターケアが好評を得て、順調に推移しました。
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３．営業経費は、人件費が増加したものの、広告宣伝費の効果的な運用な
ど経費コントロールの徹底に努めたことにより、売上高販管比率が１.４ポイ
ント改善しました。



[単体] PLの概要

17年3月期
実績

18年3月期
計画

18年3月期
実績

前期比 計画比

売 上 高
(売上比）

１５,５８８
（100.0%）

１６,２８０
（100.0%）

１５,９８８
（100.0%）

１０２.６％ ９８.２％

売上総利益
(売上比）

１０,７００
（68.6%）

１１,２０９
（68.8%）

１１,０３２
（69.0%）

１０３.１％
(＋0.3%)

９８.４％
（＋0.2%）

販売管理費
(売上比）

１０,７６０
（69.0%）

１１,１３７
（68.4%）

１０,８０６
（67.6%）

１００.４％
（△1.4%）

９７.０％
（△0.8%）

営 業 利 益
(売上比）

△６０
（－）

７１
（0.4%）

２２６
（1.4%）

― ３１５.２％
(＋1.0%)

経 常 利 益
(売上比）

９
（0.1%）

１６６
（1.0%）

３１０
（1.9%）

―
(＋1.9%)

１８６.７％
(＋0.９%)

当期純利益
(売上比）

△３８２
(－）

５９
(0.4%）

１６０
(1.0%）

― ２６８.４％
（＋0.6%）

単位：百万円
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連結：増収・増益
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[単体] 営業利益変化の要因別説明図
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◎人件費は前期比で２００百万円増加しましたが、売上総利益率が０.３ポイ
ント改善し、広告宣伝費の効率的な投入等で売上高の底上げに努めた結果、
営業利益は、２２６百万円と前年の△６０百万円から２８６百万円増加しました。
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TV広告などで広告宣伝を増強
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◎中期的には、広告費と人件費の低減効果が大きい
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（各四半期末の数値）



[単体] 四半期別業績推移
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[単体] 既存店の月次販売状況 （前年比）
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[連結] BSの概要 単位：百万円

17年3月期
実績

18年3月期
実績 比較増減額

構成比 構成比

流動資産 8,163 48.7% 8,636 51.3% +472

現・預金 4,901 29.2% 5,014 29.8% +113

受取手形・売掛金 753 4.5% 937 5.6% +184

商品 2,251 13.4% 2,177 12.9% △74

固定資産 8,609 51.3% 8,213 48.7% △396

投資有価証券 1,393 8.3% 1,050 6.2% △342

敷金・保証金 3,468 20.7% 3,400 20.2% △68

資産合計 16,773 100% 16,849 100% +76

流動負債 1,979 11.8% 1,999 11.9% +19

固定負債 802 4.8% 678 4.0% △123

負債合計 2,781 16.6% 2,677 15.9% △104

純資産合計 13,991 83.4% 14,171 84.1% 180

負債・純資産合計 16,773 100% 16,849 100% +76
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[単体] BSの概要 単位：百万円

17年3月期
実績

18年3月期
実績 比較増減額

構成比 構成比

流動資産 7,864 47.2% 8,327 49.9% +463

現・預金 4,693 28.2% 4,798 28.7% +104

受取手形・売掛金 740 4.4% 925 5.5% +184

商品 2,182 13.1% 2,108 12.6% △73

固定資産 8,790 52.8% 8,372 50.1% △417

投資有価証券 1,584 9.5% 1,241 7.4% △342

敷金・保証金 3,373 20.3% 3,305 19.8% △68

資産合計 16,654 100% 16,700 100% +45

流動負債 1,925 11.6% 1,937 11.6% +12

固定負債 783 4.7% 659 3.9% △123

負債合計 2,709 16.3% 2,597 15.6% △111

純資産合計 13,945 83.7% 14,102 84.4% +157

負債・純資産合計 16,654 100% 16,700 100% +45
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[連結] キャッシュフロー
単位：百万円

[キャッシュフローの状況]

営業活動

投資活動

財務活動

税金等調整前当期純利益＋２９７百万円、減価償却費＋１６３百万
円、
減損損失＋５９百万円、賞与引当金の増加＋１２０百万円、
売上債権の増加 △１８４百万円、棚卸資産の減少＋６９百万円など
新店・改装・機械設備などによる有形固定資産の取得△２６８百万
円、 投資有価証券売却＋８４百万円など

長期借入金の返済△２２５百万円、ﾘｰｽ債務の返済△１２１百万円な
ど

17年3月期 18年3月期 増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 228 593 ＋365

投資活動によるキャッシュ・フロー 161 △142 △303

財務活動によるキャッシュ・フロー △219 △346 △126

現金及び現金同等物の期末残高 2,144 2,249 ＋105
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[連結] 設備投資・減価償却費・減損損失
単位：百万円

注１）設備投資額は、敷金及び保証金、無形固定資産のリース資産、ソフト ウエアー
は含まず。

注２）システム投資は、有形・無形固定資産の増加額の内、店舗のPOS・本社シス
テムなどへの投資額とソフトウエアー（無形）の合算

注３)減価償却費は、キャッシュ・フロー計算書上の減価償却費

17年3月期 18年3月期 増減額

設備投資額 273 250 △23

システム投資 4 0 △4

減価償却費 185 163 △21

減損損失 302 59 △242
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[単体] 出退店状況 (眼鏡小売事業)

店舗：国内で５店舗を開設、９店舗を閉鎖し、１３店舗で改装を実施
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５７期 ５８期

期
首

出
店

退
店

期末
出
店

退
店

上期
出
店

退
店

下期 年
間
増
減

増
減

増
減

増
減

眼鏡
小売

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 152 3 11 144 △8 2 1 145 1 3 5 143 △2 △1

路面店 101 1 6 96 △5 1 95 △1 2 93 △2 △3

東部

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 52 1 4 49 △3 49 2 3 48 △1 △1

路面店 11 2 9 △2 9 9

中部

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 17 2 15 △2 1 16 1 1 17 1 2

路面店 32 1 31 △1 1 30 △1 １ 29 △1 △2

関西

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 75 2 4 73 △2 1 72 △1 1 71 △1 △2

路面店 51 1 2 50 △1 50 50

四国
中国
九州

ｲﾝｼｮｯﾌﾟ 8 1 7 △1 1 8 1 1 7 △1

路面店 7 1 6 △1 6 1 5 △1 △1



P２０：２０１８年３月期（５８期）の基本方針

P２６：商品政策

P４４：海外眼鏡販売事業

営業戦略について

P３７：販売促進政策

P５１：２０１９年３月期（５９期）の連結業績予想

P４８：２０１９年３月期（５９期）の基本方針

P４５：店舗政策（新店）

P４１：補聴器販売

P４３：写真館事業

P４２：眼鏡卸売事業
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接客サービス

お客様視点

２０１８年３月期（５８期)の基本方針

集客力アップ

広告宣伝の強化

商品開発・品揃えの拡充

成長軌道のスタート点である黒字化を目指す

｢アイスタイリング・サービス｣
の強化
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１．「目の健康」をテーマとした快適で機能的なレンズやフレームなどの高付加価
値商品を増強し、また、価格志向、品質・性能・デザイン性重視など幅広い年齢層
のお客様の多様なニーズに即した商品の開発に注力することで、品質・価格の両
面で競争力のある品揃えの拡大に取り組みました。

２．お客様の趣味やファッション、ライフスタイルに合った最適な素材・機能をもつ
商品を的確にアドバイスする「アイスタイリング・サービス」を主軸にした愛眼ブラン
ドの強化に取り組み、お客様に高い専門性と満足感を実感していただける店舗運
営を目指してまいりました。

３、各種広告媒体の活用やイベント企画など様々な情報発信手法を駆使した販売
促進策によって、固定客層と新規客層の拡大に努めてまいりました。

集客力アップ

21

２０１８年３月期の重点施策



アイスタイリング
サービス

お客様の嗜好、ライフスタイルに合った最適な商品の提案を
目指す「アイスタイリング・サービス」を主軸にして、愛眼ブラン
ドの強化に取り組んでいます。
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メガネの「プロ」として、メガネの専門店として、最適な商品・サービスを提供

23

◆おもてなし部

お客様に自信をもってアピールできる人材育成を目指し、専門
スタッフが質の高い視力補正と接客を教育しています。

◆愛眼マイスター

会社全体で技術力・知識力・接客力の向上をはかるため、
独自の社内検定を実施しています。

アイスタイリング
サービス



フレーム・レンズ一体価格

スマートプライス ・明瞭で安心な価格表示

・お買い得な価格設定

24
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ポコプのラインナップ拡大

２０１８年３月期の商品政策

ポコプ

ポコプ ルージュ

26

「より軽く､よりしなやかに」幅広い年代から支持されています

｢女性人気 No1｣ バリエーション豊富に、Newカラーも投入



ポコプのラインナップ拡大

２０１８年３月期の商品政策

ポコプエナジー

27

「スポーティーデザイン」で男性に人気

ポコプビンテージ

「クラシックデザイン」を最新の掛け心地で



人気ブランドとコラボレーション

２０１８年３月期の商品政策

28

「人気のブランドとコラボレーションすることでPOCOPのブランド価値をさらに高めていきます」

ポコプ×スラッシャー



国産チタンフレームを各年代に豊富にラインナップ
アイガン品質の福井の鯖江の国産チタンメガネを続々投入。

流行とは別軸で・・・

・キッズからシニアまで各年代に
合わせた豊富なラインナップ。

・工場独自のチタン接合技術で
非常に高い耐久性と軽さ。

・福井の鯖江のメーカーとの共同
で最高峰の国産フレームをリーズ
ナブルに。

スマートフィット

29



お客様の悩みを解決できるフレームを投入

用途に合わせてレンズを跳ね上げ使用可能（ FE-1311 UP）

スマートフィット

30

厚み１mm減を実現！強度数の「厚み」問題解決（SF-8003M）

「問題解決できる商品を投入し、より幅広い年代から支持されています」



女性に人気のデザインを拡大

クラウディア・フォレスト

コホロ

31

「自分らしさ」や「若返り」 婦人向けメガネの新提案

「流行」と「馴染みやすさ」をミックスし人気商品に成長



有害光線対策のアイガンＵＶ４２０提案

■レンズオプションでの提案
紫外線（UV）やブルーライトに加え、眼病の原因とされる高エネルギー可視光線(HEV）
をカットする「アイガンUV４２０」と、老化につながる近赤外線（NIR）をカットする機能を
さらに加えた「アイガンUV４２０＋美肌｣を提案。

32



ＵＶ４２０シリーズのラインナップ拡充

■レンズオプションでの提案

「アイガンUV420シリーズに新しい商品を投入し、すべてのお客様にアイガンUV420を提案」

33

世界一薄いプラスチックレンズ「アイガKKUV420 1.76WAS」



■既製品での提案
紫外線（UV）やブルーライトに加え、眼病の原因とされる高エネルギー可視光線
（HEV）をカットする「アイガンUV４２０サングラス」と、老化につながる近赤外線（NIR）を
カットする機能をさらに加えた「アイガンUV４２０＋美肌 サングラス｣を提案。
■「アイガンUV４２０」ブランドとコラボレーション
「アイガンUV４２０」を幅広いジャンルのブランドとコラボレーションすることで、
機能性だけでなくファッション性ある商品を提供

カルバンクラインと業界初コラボレーション

34
「アイガンUV420×カルバンクライン」



サングラスの販売の強化

35

■プライベートブランドサングラスの充実



■サングラスの売上高は年間でほぼ横ばい
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サングラス実績の前年同期比推移



TVCM・ラジオCM

37

アイガンUV４２０シリーズの告知CM、セール期の集客のためのCM、
補聴器レンタル勧奨CMを展開。（同内容でラジオCMも展開）

２０１８年３月期の販売促進政策

アイガンUV420CM

アイガン補聴器レンタルCM

歳末大感謝セールCM



イベント企画

38

サイクル系イベント出展
毎年１１月実施のサイクルモード幕張を
メインに名古屋で開催のサイクルトレンド
など弊社の度入りシステム『A.R.T』の
PRを兼ねたブースを出展。

セレッソ大阪様コラボイベント
セレッソ大阪様が開催された『メガネの日』
イベントにゲストブースとして参加。
当日は視力チェックや様々な催しを実施し
弊社の認知度向上を図りました。

資生堂様コラボイベント
資生堂様と協同し『アイガンUV４２０』の
PRイベントを開催。
右図は美肌についてのセミナーの模様
で、その後に商品のお試し体験会を実施。
アイガンUV４２０の啓蒙活動として
精力的にPRを行っております。
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セール企画

6/16～8/20（夏期）
ビッグサマーセール

9/15～10/1（秋期）
売り尽くしセール

11/17～12/31（冬期）
歳末大感謝セール

2/16～4/1（春期）
ザ・セール

年４回の『セール』販促をそれぞれに意味づけし、戦略的に実施。

◆夏・冬に関しては主に集客をメインとしたセールを実施。
各販促媒体（TVCM、ラジオCM、電車広告、WEB広告、チ
ラシ、DM）をミックスして、セールをコアコンテンツとした販促
活動を実施。

◆秋・春に関しては、商品売り尽くしをコアとし、店頭の演
出、店周販促による地域のお客様への告知活動を実施。
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Tポイント

◎メガネ・サングラス・補聴器など店内全商品が対象
（200円税抜に対し１ポイント還元。）

Tポイント関連企画『ズバトク』実施。

商品PR

弊社オリジナルブランドの演出強化
消費者のニーズを元に切り口を変えた商品演出を実施。
今後も同手法にてオリジナルブランドの啓蒙とPRを継続
実施。



補聴器販売

補聴器実績の前年同期比推移

シニア層への対応強化
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■補聴器の売上高は好調に推移 ◎補聴器体験会イベントの開催



百万円眼鏡卸売事業

・得意先小売店に対する販売支援とと
もに、新規得意先の開拓に鋭意取り
組みました。
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写真館事業

・競争の激化により厳しい状況が続いており
ますが、第１四半期に横浜本店を改装すると
ともに、撮影バリエーションの充実や外販活
動の強化などの売上向上策に取り組みまし
た。
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海外眼鏡販売事業

・北京愛眼眼鏡有限公司が、北京
市を拠点として眼鏡小売事業と眼鏡
卸売事業を展開

・経営環境が引き続き厳しい状況に
あるなか、既存店の活性化や商品ラ
インナップの拡充等に取り組み、採
算の改善に努めておりますが、店舗
数の減少もあり減収となりました。
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１．新店：５店舗 （上期：２店舗：下期：３店舗）

２．改装：出店するショッピングセンターの補強・活性化に伴う
改装と既存店の活性化 １３店舗（上期：７店舗、下期：６店舗）、
写真館１店舗、海外１店舗

３．閉店：９店舗 （上期：２店舗、下期：７店舗）

２０１８年３月期の店舗政策
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２０１７年４月開設
イオンモール徳島店

46

２０１８年３月期の新店・改装

２０１７年９月新店
イオンスタイル豊田店

２０１７年11月開設
SYZプライムツリー赤池店
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２０１8年3月開設
イオンモール座間店

２０１8年3月開設
ラスカ平塚店

２０１８年３月期の新店・改装



愛
眼
ブ
ラ
ン
ド

お
客
様
視
点

２０１９年３月期（５９期)の基本方針

愛眼ブランド⇒認知度・好感度アップ

商品開発⇒品揃えの拡充

成長軌道の一段高いステージにステップアップ

接客サービス：｢アイスタイリング・サービス｣⇒さらなる進化

48

集客力アップ



１、お客様からの支持・信頼の獲得に焦点を当てた諸施策による
事業収益の拡大を最重要課題とし、徹底的な経費コントロール
による経営効率の向上に努めてまいります。

２．高齢化や健康意識の高まりなどの社会の変化にきめ細やか
に対応した商品の開発を進め、素材・機能面において高品質で
付加価値の高い商品の品揃えの拡充に取り組んでまいります。

３、愛眼ブランドの競争優位性を発揮する鍵となる「アイスタイリン
グ・サービス」のさらなる進化・発展を図り、愛眼ブランドの好感度
アップと認知度の浸透に継続して取り組んでまいります。

愛眼ブランドの進化
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１．新店：５店舗

２．改装：既存店の活性化改装を中心に、約２０店舗

３．閉店：若干数

店舗政策
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2018年3月期実績 2019年3月期計画
前 期 比

増 減金 額
売 上

構成比
金 額

売 上

構成比

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

売上高 16,344 100.0 16,942 100.0 +597 +3.7

売上総利益 11,332 69.3 11,783 69.6 +451 +4.0

販売費及び一般管理費 11,092 67.9 11,518 68.0 +425 +3.8

営業利益 239 1.5 265 1.6 +26 +11.0

経常利益 317 1.9 348 2.1 +31 +10.0

当期純利益 181 1.1 234 1.4 +53 +29.6

２０１９年３月期の連結業績予想
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